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S51年10月 （勤労身体障害者体育施設）

「北九州市障害者スポーツセンター」が開設（小倉南区）

施設内容：体育館（バスケットコート１面分）、卓球室（３台）、会議室

屋外プール（7・8月のみ運営・市民プールを兼ねる）

配置スタッフ：正規４（所長・事務員・指導員2）、非正規２（事務補助・指導員）

運営：社会福祉法人 北九州市福祉事業団

開設よりH１７年度までの3０年間、北九州市と特命随意契約を行う

H１８年より指定管理者として運営

※平成15年頃から、障害者団体による、「一年を通して使える屋内温水プールとトレーニングジムの機能を兼ね

備える、新たな障害者スポーツセンターの設置」を求める声が高まっていった。その一方で・・・

アレアス設立までの流れ



平成元年10月25日 新聞掲載記事





アレアス設立までの流れ

平成２２年の土地信託の期間満了に伴い、市がその後の土地活用の検討を行った結

果、既設の施設をバリアフリー化し、障害者スポーツセンターとして再利用すること

に決定。

平成２２年６月 「障害者スポーツセンター整備事業」として

補正予算を計上（基本設計・実施設計：１８，９００千円）

平成２３年 改修工事・指定管理者の公募・選定（改修工事：514,994千円）

平成24年２月 新障害者スポーツセンター竣工

平成２４年４月 オープン





北九州市障害者スポーツセンター アレアス

開設 平成２４年４月２２日

所在地 福岡県北九州市小倉北区三郎丸三丁目４番１号

開館時間 ９：００～２１：００

休館日 火曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始

規模等 地下１階、地上３階建て

延床面積：約１０，３００㎡（前障害者スポーツセンターは2,008㎡）

施設内容 １階：屋内プール（２５Ｍ・５コース）、トレーニング室、スタジオ１・２

２階：卓球室（６台）、ＳＴＴ室１・２、多目的室、会議室１～３、団体連絡室

３階：体育館（バレーコート２面） 地下：駐車場（６３台）



改修等のポイント



改修等のポイント

「現場見学会」及び「意見交換会」の開催

「北九州市障害福祉団体連絡協議会」及び「北九州市障害者スポーツ協会加盟団

体」を対象とし、それぞれに開催。意見の集約を行なった。

「移動支援・情報支援」

エレベーター、スロープ、手すり、点字、点字ブロック、自動感知音声案内

引き戸、間口幅拡大、パトライト、避難用スロープ、理解しやすい案内板等の設置

「利便性向上」

車いす用トイレ、多目的トイレ、家族更衣室、広い空間のシャワー室等の設置

（電光掲示板の設置等の意見も出たが設置は見送られた。）























管理・運営のポイント



運営の基本方針（指定管理者募集要項より）

①本市における障害者スポーツ振興の拠点として、障害のある人が安心して利用で

き、健康・体力づくりから競技能力の向上まで、幅広いニーズに対応できる施設を目

指すとともに、誰もが健康づくり等のために気軽に利用できる施設とする。

②障害のある人の利用ニーズに応えられるよう、障害者専用利用時間帯の設定や、

体育館・多目的室等の障害者団体優先予約の仕組みを設ける。

③障害のある人のニーズに応じたスポーツ教室（水泳、トレーニングなど）を実施す

るとともに、一般市民を対象に、プールやスタジオにおいてバラエティに富んだ魅力

あるスポーツ教室を実施する。



指定管理者 北九州市障害者スポーツセンター運営共同事業体

（社福）北九州市福祉事業団とミズノスポーツ（株）による共同運営

業務分担 ミズノスポーツ：一般向けプログラム、プール・トレーニング室の運営

福祉事業団：センターの管理運営全般、障害者向けプログラム

指定管理料 ２２６，０００千円/年

組織体制 所長、主査２、管理・受付スタッフ７名、指導スタッフ１２名（事業団）

（２交代） 一般プログラム運営、プール・トレーニング室運営１０名（ミズノ）

使用料収入 北九州市へ納付

一般利用者：有料、障害者：無料（但し一般プログラム受講時有料）

その他 週に３回障害者専用日を設定（木曜１２～２１時、土・日９～１２時）



























今後の展望
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＜ハード面＞

より良い状態で、より長く市民に愛され、親しまれる施設であり続けるために、施

設の設備・機能の保全および改修を、計画的に進めていくことが重要である。

＜ソフト面＞

アレアスでは、一部ではあるものの障害についての理解がまだ十分でないと感じ

ることがある。引き続き粘り強く取り組みを進めていくとともに、アレアスだけでな

く、他施設との関係性を深め、情報提供や様々な利用者を受け入れるためのサポーﾄ

などを行い、アレアスの存在価値を高めていきたい。



愛称「アレアス」

市民に対して市が一般公募を行い、応募作品の中から最優秀作品に選定されたもの

＜応募者の命名理由＞

「アレ」は、ドイツ語で「みんな」という意味の「ａｌｌｅ（アレ）」から。

「アス」は、「明日、未来」、アスリートの「アス」から。

「アレ」と「アス」、2つを合わせた造語。

障害のある人、ない人、皆がスポーツを楽しめる、そして未来に生きがいを持てる、そんな想いを込めました。

＜市の選定理由＞

本市では、新・障害者スポーツセンターを、未来に向けた共生のまちづくりの象徴として、障害のある方と

ない方が隔たりなく、ともにスポーツに親しむ施設とすることを目的としており、こうした市の考えと応募者

の命名の思いが一致したことから選定しました。



ご清聴ありがとうございました
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